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乙の寺の現本堂の建立に関する文書等は見当らないと
住持の言うところであるが，矢作町史の曹洞宗の項を摘
記すると， I蓮華寺は芙容山と号し，夫字西本郷，私志
山にあって1260坪，かつてここに和志取山薬王寺と言う
天台宗の党利があったのその後足利将軍の帰依深く七堂
を完備した郡内辰古の大刻となったが，建武2年(135)
兵火で全焼したのち，享禄2年(1529)堂宇を建立し，
芙容山蓮華寺と lh曹洞宗となり多光国舜玉禅師を講じ
て現寺の開基とした。その後援長19年(1614)烏有に帰
し，元禄7年(694)，5世厳誉の時本堂を再建した。」
としている。様式的にみてもその時代のものに現本堂は
該当していると思われる。
規模構造
桁行10閲(但し南l間半は後の増築，この部分の奥に
設けられた仏壇虹梁に文久3年の墨書がある)。堂は東
町，梁間7間半で前面中央lζ唐破風をあげた向拝がつ
く。軒は l軒半繁垂木，屋根は寄棟造桟瓦葺。後補部分
を除けばF 前 l間半を広縁とし，その奥の間(上p 中，
下の間)又その奥間(上奥，中奥9 下奥の閥)とも各3
聞の奥行で，その背面には更に半間の下屋がつき，その
部分は仏壇の列となっている。関口は中央聞が3間半
で，その両脇の聞とも 2間半ゃある(図 1)。
柱は後補の向拝を除き全て櫓材の大面取角柱で 3 広縁
外は中央で3間半p 両脇2間半lこ大きく分け，柱聞に差
鴨居を入れ，中央鴨居上には束を 2本立て，柱間l己戸
4，障子2を骸め，両脇間では中央lこ柱を立てて2分
し，中敷居を入れて硝子障子をはめる。柱及び差鴨居上
の束上lこは舟肘木をつけ，小壁l乙は飾貫を入れる(写真
2 )。
写真 1 向拝唐破風(後補)
写真2 広縁外脇間
写真3 向拝唐破風内部
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図! 蓮華寺本堂現状平面図
向拝上部の唐破風は後補で，柱関の絵様っき釦梁，木
鼻，斗供等は古九(写真3)，元は普通の下げおろしの
向拝であった。
広縁と，中之間との境では中央聞をやや広くとって3
分し，上下の聞との境は2分して柱を立て.敷鴨居は三
本溝で，柱tとは方立取付けの釘穴が見られる。広縁の両
妻とも敷鴨居，内法長押を入れ，中の間中央柱聞には長
押を用いず，内法を高めて虹梁をかけ，その上に欄間を
入れ更にその上に壁をつける(写真4)。阪梁下には鴨
居を入れ， (内法長押の枕捌き部分を建具分だけ縦に切
写真4 広縁内側柱割 写真5 広縁と中の間境 写真6 中の間，中奥の間の境
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写真7のA 中の間と下の聞との境の欄間
断している(写真5)。広縁天井は梓縁。
上， if!，下の 3 室では 9]j~.鳥居， I司法長押，天井長押どを
廻らし 3 蟻壁では柱や束をみせz 天井は梓縁とする。
上，中p 下の室境にも敷鴨居，内法長押p 天井長押を廻
らし p 中央の釣束で吊L 内法天井長押聞には筏欄間
(欄聞は新)を入れる(写真7のA)。
中奥との境では中央間をやや広くして内法を高!め， 3 
聞とも絵様っき虹梁を入れ p 中央虹!誌の両端を絵段っき
挿肘木で支え，主i梁上lこは主主欄聞を入れる(欄聞は新)
(写真6図2)。この部分敷居のみ2本滞があるのは奇
異である。
写真8 中奥の天井下廻り部分
上奥，下奥との尻は2間半開放で釣束を用い 9 襖4本
建てとする(写真7のB，図3)。
中奥は数百一段高(Iノ(写真16)，上奥下奥とのj交に
l間毎lこ柱を立て， DY:鴨居3 内法長仰をつけ，小笠ヒの
天井長押位置に仁科奥同凶をめくって台輸を人れ，その上
で柱から師肘木lこして左 t，lこ斗1共を s前方へ木鼻を出
写真7のi8 T.下奥との境欄間 し，中備に蔓股(設問は空)をおき，裏lこ校をはめ込ん
図3 蓮華寺本堂現状断面図
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でいる(写真8)。
背面ではその奥に左右協仏壇を設け，脇仏壇前の落樹
上には彫刻入りの機関をi版め 9 両目弱仏壇の間を広くとっ
て背面に設けた位牌堂にilじる。その通路仁仏壇前柱聞
には台輪下に虹梁を入れ，両端を木鼻で受ける(乙の虹
梁木鼻は犠式が新しし、)。
脇仏壇前から l間前には八帳面取角住の来迎柱が立
ち3 柱上にはJ憶がつき，柱間及来迎柱後方の釣仏壇との
聞に頭買を渡し 2 ノド鼻をつけ，台i怖をまわし p 柱上lこは
出組斗供p 拳鼻，実肘木つきをのせ p 中備に姿股を入れ
(写真9)， IfrJには唐様仏患がおかれる(写真10)ι
上奥下奥の両潤では似IJ柱通りでは l間毎iと往を立てて
上奥背面で1まー 下屋を外方 l間，内方 l間半に分け，外方
l間を押入れとし g 内方 l間半lこは前面に虹梁を入れて
写真9 来迎住上斗棋と柱間台輪上部巾央の主主股
写真10 来迎壁前唐様仏壇
清
(虹梁様式は新)仏壇とし p 虹架上は小壁とする。下奥
では背面下屋を2分して各仏壇とし官仏壇前には虫I梁を
渡して上を小墜とする(写真ll)。後補の南方 l間半の
つけ足し部分の奥lこも仏壌を設け，仏壇自立にはiJU:梁(文
久の墨書あり)を入れ上を壁とする(写真12)σ
写真1 下奥の閲背面仏壇と虹梁絵様
写真12 下奥の間の南の間の背面仏壇と虹梁
虹梁裏l乙文久3年の墨書がある
写真13 中奥，下奥境
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図3 蓮華寺本堂復原平面図
復原的考察
本堂は禅宗寺院の方丈様式を基本にしているがp 改造
が著しいのは，中奥と上下奥の背面下屋等である。中奥
背面仏壇で‘は仏壇前列内側柱の旧位置が内方に移って背
面をほぼ3等分する位置になり，そ ζに柄穴や柱の当た
写真14 下奥背面の仏寝上には長押が廻り
裏への出口(北半分，写真左)及び
床(南半分，写真右)であった
り型，台輸に柱の通った痕跡が残る。又この柱には仏壇
枢の取りついた痕跡があるので，乙こに仏壇が一直線に
続いて後門はなくなる。乙うなると来迎柱や須弥壇が問
題となるが，その絵様の意匠は周囲の斗供や基股と異な
るが，様式的に差がつき兼ねるので，最初から存在した
ものと考えさせられる。
なお中奥の南側柱間腰lこは前面上下に繰型のついた棚
の如きものが存在した痕跡がある(写真13)。
上奥背面では仏壇前の虫7梁が新しく p 鴨居や内法長押
写真15 下奥の聞の東南端の柱をみる
左上の間が下奥の間
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の通った跡が歴然としており p 壁の間渡のとりつく木舞
を打ちつけた釘穴や，風蝕差などから元は土壁であった
ことが推定される。その向って右の一間には落掛や書院
台板の仕口などがあって書院と見られ，北妻北端間には
床程落出の仕口，柱外面の壌の痕跡などがあって床がつ
き，その東隣の柱聞には棚があったと推定される(図2)。
下奥は前面l己中奥と同様敷居一段分高かった痕跡があ
り，更に畳で一段高くなり p 写真15のように2段分高く
なる。次lζ前 i聞と後2閲の間に間仕切が通って小壁ま
で出来，室が分れていた痕跡がある(写真17)。
また背面下屋の南半には落掛の仕口などが見られて，
7Gは床となり p 北の l間%は敷鴨居，長押の取付痕跡が
あり，柱の風蝕から見て縁lこ接した関口であったと見ら
れる(写真14)。
尚p 前面広縁の外がp 初めは開放されていて，前lこ落
縁があったことも推定されるが，決定資料はない。
写真16 床の段(板間が中奥，右下が中，
右上が上9 左上が上奥の各問)図 lのD
清
結び
乙の堂で仏壇が後退した点では窓日寺本堂と通じる
し，下奥を上!段にした点では，良福寺(尾張旭市)の場
合のあり方が一層進められており，来迎壁や須弥壇，向
拝が設けられた点では仏堂的要素が濃くなる経路を示
す。中の間の中央問や中奥前の取扱い方も仏堂イむのバロ
メーターとなろう。初期の禅宗本堂と比べるとかなり変
質してきている乙とが知られる。
写真17 下奥の聞の仕切痕跡
